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地球は今・・・
環境に愛の手を！

皆さんの身の回り
取組みされていますか？

四
方
山
会

編集代表

太田秀信

定
年
か
ら
早
や
一
年
を
過
ぎ

再
雇
用
も
二
年
目
に
突
入
の
方

一
年
で
終
わ
る
方
、
二
年
目
の

途
中
で
終
わ
る
方
、
ま
た
故
郷

へ
帰
っ
て
の
ん
び
り
さ
れ
る
方

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
が
お
ら
れ

ま
す
。
会
の
開
催
も
不
定
期
で

す
が
、
来
る
六
月
二
十
一
日
土

曜
日
に
滋
賀
県
で
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
概
略
は
、
昼
間

伊
吹
山
登
山
（
こ
れ
は
強
制
で

は
な
く
あ
く
ま
で
も
有
志
の
み

参
加
）
を
し
て
、
夕
刻
「
び
わ

こ
蜻
蛉
荘
」
集
合
、
総
会
及
び

懇
親
会
、
翌
日
午
前
中
解
散
。

つ
き
ま
し
て
は
、
詳
細
は
別
途

連
絡
い
た
し
ま
す
が
、
び
わ
こ

蜻
蛉
荘
の
予
約
関
係
が
あ
り
ま

す
の
で
、
参
加
有
無
（
参
加
の

方
は
伊
吹
山
登
山
希
望
有
無
）

を
四
月
二
十
五
日
ま
で
に
幹
事

へ
連
絡
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

〔
幹
事
長
、
伊
藤

昇
〕

※
山
岡
育
英
会
勤
務

第
三
回
同
期
会

総
会
開
催
予
定

美
し
き

世
界
は

感
謝
の

定
年
か
ら
一
年
と
少
し
、
「

悠
々
自
適
」
を
辞
書
で
引
く
と

「
俗
世
を
離
れ
、
自
分
の
欲
す

る
ま
ま
心
静
か
に
生
活
す
る
こ

と
」。
こ
の
よ
う
で
は
な
い
、

い
ま
を
振
り
返
っ
た
。
今
ま
で

通
り
は
、
ゴ
ル
フ
・
魚
釣
り
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
図
書
館
、
新

し
く
加
わ
っ
た
の
が
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
・
旅
・
温
泉
め
ぐ
り
・

ゲ
ー
ム
・
ラ
ジ
オ
・
親
戚
づ
き

あ
い
・
デ
ジ
カ
メ
・
絵
を
描
く

等
。
以
外
と
思
っ
た
こ
と
は
、

よ
く
魚
が
釣
れ
る
関
門
海
峡
、

Ｊ
Ｒ
九
州
一
周
は
安
い
、
角
島

大
橋
（
山
口
県
）
は
き
れ
い
、

関
門
ト
ン
ネ
ル
は
歩
い
て
渡
れ
る
、

唐
戸
市
場
（
下
関
）
は
寿

司
が
沢
山
食
べ
ら
れ
る
、
熊
本

城
は
築
城
四
百
年
で
き
れ
い
に

な
っ
た
、
鹿
児
島
観
光
は
明
治

維
新
が
勉
強
で
き
る
、
宮
崎
の

丸
萬
地
鶏
・
大
盛
り
う
ど
ん
は

お
い
し
い
、
大
分
の
青
の
洞
門

・
羅
漢
寺
、
耶
馬
渓
の
紅
葉
コ

ー
ス
は
面
白
い
、
小
倉
太
鼓
は

騒
が
し
い
、
戸
畑
ち
ょ
う
ち
ん

山
笠
は
力
が
入
る
・
・
・
結
構

忙
し
い
、
問
題
な
の
は
体
重
が

減
ら
な
い
こ
と
。

〔
野
田

芳
哉
〕

三
月
二
十
日
時
点
で
の
同

期
の
方
々
の
Ｙ
Ｎ
関
係
へ
の

勤
務
状
況
は
、
次
の
通
り
で
す
。

平
野
義
夫
（
Ｙ
Ｎ
関
東
）

今
野
邦
雄
（
Ｙ
Ｎ
関
東
）

松
本
輝
夫
（
Ｙ
Ｎ
甲
信
）

谷
中

勉
（
Ｙ
Ｎ
東
海
）

仁
科
晃
一
（
Ｙ
Ｎ
本
社
）

北
川
賀
晟
（
Ｙ
Ｃ
Ｓ
）

伊
藤

昇
（
山
岡
育
英
会
）

末
吉
謙
一
（
Ｙ
Ｎ
九
州
宮
崎
）

以
上
、
敬
称
略

Ｙ
Ｎ

☆
私
の
近
況
報
告

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
味
を

お
持
ち
で
楽
し
ま
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
二

件
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

こ
の
会
報
誌
の
発
行
は
不
定

期
で
す
が
、
少
な
く
と
も
年
一

回
は
発
行
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
投
稿
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
趣
味

の
披
露
、
家
族
の
こ
と
、
身
の

回
り
の
で
き
ご
と
な
ど
何
で
も

結
構
で
す
。

（
編
集
代
表
、
太
田
）

＃
編
集
だ
よ
り
＃

太田ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：

nra41632@nifty.com

☆
再
雇
用
の
そ
の

◎
近
頃
思
う
こ
と
・
・
・

前
号
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま

す
が
改
め
て
左
記
の
体
制
で
運

営
い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

幹
事
の
体
制

〔
幹
事
長
〕
伊
藤

〔
補
佐
〕
竹
原
・
北
川
・
太
田

〔
会
報
誌
編
集
代
表
〕
太
田

♪
「
Ｏ
Ｂ
会
」
内
の

新
同
好
会
紹
介

皆
さ
ん
ご
承
知
の
通
り
、
ヤ

ン
マ
ー
に
は
Ｏ
Ｂ
会
が
あ
り
そ

二
月
二
十
一
～
二
十
三
日
の

二
泊
三
日
で
、
初
め
て
の
沖
縄

へ
出
張
し
ま
し
た
。

一
日
目
（
那
覇
＝
曇
時
々
晴
れ
）

昼
前
に
那
覇
空
港
着
。
気
温
十

八
度
。
（
伊
丹
は
五
度
）
着
陸
前

に
窓
か
ら
広
が
る
海
の
色
に
感

動
。
夕
方
モ
ノ
レ
ー
ル
を
介
し

て
首
里
城
へ
、
石
垣
建
造
の
迫

力
に
圧
倒
。

二
日
目
（
那
覇
＝
曇
り
）

一
日
中
研
修
。
夕
方
、
本
島
北

部
の
本
部
町
へ
、
夜
七
時
頃
に

ホ
テ
ル
へ
到
着
。
観
光
客
は
レ

ン
タ
カ
ー
、
地
元
の
人
は
軽
四

輪
で
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転
。

三
日
目
（
那
覇
＝
曇
り
）

美
ら
海
（
ち
ゅ
ら
う
み
）
水
族

館
の
「
水
槽
」
と
「
じ
ん
べ
い

鮫
」
の
迫
力
に
感
動
。
那
覇
→

伊
丹
。
那
覇
は
二
十
度
、
伊
丹

は
雪
が
舞
う
。
伊
丹
→
福
島
が

吹
雪
で
欠
航
の
た
め
、
仙
台
空

港
へ
振
替
。
強
風
に
よ
り
一
時

間
半
遅
れ
て
い
た
仙
台
発
の
新

幹
線
で
白
河
へ
。
南
国
か
ら
雪

国
へ
目
ま
ぐ
る
し
い
長
い
一
日

が
終
わ
る
。
今
度
は
、
沖
縄
諸

島
を
二
人
で
ゆ
っ
く
り
楽
し
み

た
い
と
思
い
ま
す
。〔

伊
藤

昇
〕

◇
四
〇
会
の
運
営
に
つ
い
て

六
十
代
男
の
川
柳

年
々
歳
々
に
思
う
こ
と
は
、

残
り
の
人
生
は
引
き
算
か
、
こ

こ
ま
で
生
き
て
歩
め
た
の
は
運

が
良
か
っ
た
の
か
。
引
き
算
と

は
、
い
つ
か
ら
か
前
で
な
く
後

に
歩
む
こ
と
だ
ろ
う
。
男
は
老

い
て
過
去
を
想
い
女
は
老
い
て

も
未
来
を
見
つ
め
る
と
い
う
。

こ
の
歳
で
は
今
日
、
た
だ
今
あ

る
生
き
が
い
の
み
か
。
当
方
の

棲
家
は
、
一
五
〇
年
前
の
も
の

だ
。
今
後
も
余
生
を
古
里
で
過

趣
味
の
コ
ー
ナ
ー

ご
し
な
が
ら
、
何
が
ど
う
な
る

こ
と
か
。
大
体
が
我
も
、
妻
も

何
も
思
案
が
な
い
今
日
こ
の
ご

ろ
。
先
ず
は
、
全
て
が
「
健
康
が

第
一
」
と
思
う
。

〔
北
川

賀
晟
〕

過
去
と
未
来
は
古
里
に
あ
り

南
国
と
雪
国

淀
川
な
ど
大
き
な
河
川
敷
や
丘
陵

地
の
広
い
場
所
へ
出
か
け
て

い
き
ま
す
が
、
最
近
は
規
制
が

厳
し
く
、
思
う
よ
う
に
飛
ば
せ
な

い
こ
と
が
残
念
・
・
・
。

〔
竹
原

巧
〕

☆
未
だ
、
孫
も
い
な
い
の
に

お
も
ち
ゃ
造
り
・
・
・

マ
ン
シ
ョ
ン
（
大
阪
）
で
は
工

具
の
音
が
大
き
く
、
止
む
無
く

田
舎
（
岡
山
）
へ
帰
る
度
、
ご

そ
ご
そ
と
も
の
造
り
を
や
っ
て

い
ま
す
。
他
に
照
明
具
や
小
道

具
な
ど
約
二
十
点
ほ
ど
造
り
ま

し
た
。

〔
太
田

秀
信
〕

☆
模
型
飛
行
機
で
パ
イ
ロ
ッ
ト

気
分
を
満
喫
。

十
年
後

独
居
老
人両

ど
な
り

残
し
て
も

有
る
と
思
う
な

家
と
金

何
時
ま
で
も

居
る
と
思
う
な

親
子
供

墓
と
孫

長
生
き
し
て
も

役
立
た
ず

我
が
家
内

敬
語
を
つ
け
れ
ば

お
っ
家
内

〔
賀
晟
〕

〔
賀
晟
〕

〔
賀
晟
〕

〔
賀
晟
〕

〔
秀
信
〕

後
取
り
と

決
め
た
娘
に

婿
は
な
く
〔
秀
信
〕

定
年
後

家
事
の
教
師
は

我
が
家
内
〔
秀
信
〕

以
上
、
七
選

☆唐戸市場前より

関門海峡大橋を望む☆

の
中
の
本
支
店
支
部
に
は
禄
寿

会
（
ゴ
ル
フ
）
・
棋
寿
会
（
囲

碁
）
・
ト
レ
モ
ロ
会
（
カ
ラ
オ

ケ
）
の
三
つ
の
同
好
会
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
度
、
「
て
く
て

く
歩
こ
う
会
」
が
新
た
に
発
足

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
の
会
長

は
中
川
雄
二
氏
、
補
佐
と
し
て

竹
内
督
雄
氏
で
す
。
「
気
楽
に

参
加
」
が
、
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で

竹
原
巧
君
と
私
（
太
田
秀
信
）

は
こ
の
同
好
会
メ
ン
バ
ー
に
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
い
か
が

で
す
か
。

☆木製「汽車ポッポ」☆


